
『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
具
平
親
王
像

―

そ

の

叙

述

の

特

色

―川

田

康

幸

1
㌧
序

『栄
花
物
語
』
の
中
に
記
さ
れ
る
､
村
上
天
皇
の
七
宮

･
二
品
中
務
卿
具
平
親
王
像
の
叙
述
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
｡
具
平
親

江
l

王
は
康
保
元
年

(九六四)
六
月
十
九
日
に
誕

生

｡

翌
康
保
二
年
八
月
十
三
日
に
は
親
王
宣
下
を
う
け
'
康
保
三
年
八
月
二
十
七
日
に
は
着
袴

の
儀
が
就
り
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
そ
の
後
'
康
保
四
年
正
月
二
十

一
日
に
巡
給
に
預
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
し
て
､
貞
元
二
年

(九著
)
八

月
十

一
日
に
元
服
を
L
t
永
延
元
年

(九八七)
七
月
二
十

一
日
は
相
撲
司
の
別
首
を
勤
め
て
い
る
｡
具
平
親
王
が
二
品
に
叙
さ
れ
た
の
は
'

寛
弘
四
年

(一〇〇七)
四
月
二
十
五
日
'
勇
去
ほ
寛
弘
六
年

(
一〇〇九)
七
月
二
十
八
日
'
親
王
四
十
六
歳
の
時
で
あ
っ
た
｡

具
平
親
王
は

『尊
卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
､
｢和
漢
才
人
｣
と
讃
え
ら
れ
'
｢後
中
書
王
｣
と
も

｢千
種
殿
｣
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
｡
ま
た

『権
記
』
の
中
で
は

｢中
務
宮
｣
と
も

｢六
条
宮
｣
と
も
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
具
平
親
王
に
つ
い
て
は
既
に
'
大
曽
根
章
介

蛙
二

氏
に

｢具
平
親
王
考
｣
と
い
う
'
具
平
親
王
の
経
歴
や
事
跡
､
あ
る
い
は
思
想
と
い
っ
た
多
岐
に
百
言
詳
細
な
研
究
が
あ
る
｡

ま
た
親
王
の

往
三

漢
文
学
に
す
ぐ
れ
た
面
を
論
じ
た
川
口
久
雄
氏
の

｢兵
平
親
王
の
文
学
と
弘
決
外
典
紗
｣
と
い
っ
た
論
考
が
あ
る

｡

拙
論
で
は
先
述
し
た
如

く
'

『栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
た
具
平
親
王
像
に
焦
点
を
あ
て
'
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
｡
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･
大
曽
根
氏
前
掲
論
文
に
お
い
て
､
具
平
親
王
が
漢
詩
や
和
歌
は
言
う
に
及
ば
ず
､
仏
教
や
入
木
道
'
管
絃
の
道
に
造
詣
が
深
い
の
は
､

｢親
王
が
政
治
的
社
会
的
活
動
か
ら
逃
れ
て
'
自
己
の
全
力
を
学
問
芸
能
の
世
界
に
投
入
し
た
｣
か
ら
で
あ
る
と
説
-
｡

一
方
川
口
氏
は

一

歩
踏
み
込
ん
で
'
具
平
親
王
の
漢
詩
作
品
の
中
か
ら
､
親
王
は

｢道
長
ら
の
擁
関
的
権
力
機
構
に
対
し
て
は
げ
し
い
批
判
を
う
ち
に
秘
め
て
'

さ
り
げ
な
く
書
斎
の
人
と
し
て
傍
観
者
の
よ
う
に
見
送
る
と
こ
ろ
が
あ
る
｣
人
物
で
､
仏
教
に
対
し
て
も
'
｢出
離
の
生
活
に
自
由
を
求
め
狂
四

た
い
情
熱
を
秘
め
つ
～
､
貴
族
の
世
界
に
ふ
み
と
ど
ま
っ
た
孤
高
な
市
隈
的
な
求
道
者
の
す
が
た
を
｣
発
見
し
う
る
人
物
で
あ
る
と
説

く

｡

摂
関
政
治
と
い
う
閉
塞
的
な
政
治
情
況
の
中
で
'
政
治
社
会
か
ら
離
脱
L
t
文
字
､
芸
道
の
中
で
生
き
た
博
学
多
才
の
人
物
･
具
平
親
王
を
'

『

栄

花
物
語』は
ど
の

様
に描
い
た
の
か｡
作
者
は
ど
の

様
な視
点
で
具

平
親
像を
造
型
し
て
い

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
｡

『

栄

花物語
』
で
の

特
色を分
析
す
る前
に
､
ま
ず
具

平親
王
の
生
い

立
ちから
論
を
す
す

め
た
い
｡

二
㌧
醍
醐
天
皇
の
一
族

江
五

具
平
親
王
は
康
保
元
年

(九六E)
に
､
母

･
荘
子
女
王
の
兄
,
源
保
光
の
坊
城
宅
で
誕
生
し

た

｡

時
に
父

･
村
上
天
皇
は
三
十
八
琴

母

註七

女
御
は
三
十
五
歳
,
伯
父
保
光
は
四
十
1
ガ

で

従
四
位
上
に
叙
さ
れ
て
い
た
｡
翌
康
保
二
年

(九六
五)
八
月
十
三
日
に
は
親
王
宣
下
を
受
け
,

註九

康
保
三
年

(九六六)
八
月
二
十
七
日
に
は
､
承
香
殿
に
お
い
て
着
袴
の
儀
が
就
り
行
な
わ
れ
て
い
る
｡

荘
子
女
王
は

『栄
花
物
語
』
に
よ
れ
ば
､
諾
景
殿
の
女
御
と
呼
ば
れ
て
お
り
'
具
平
親
王
の
着
袴
の
儀
が
行
な
わ
れ
た
承
番
殿
の
主
で
は

な
い
｡
村
上
天
皇
の
後
宮
で
,
承
香
殿
の
女
御
と
呼
ば
れ
た
女
性
は
,
斎
宮
女
御
と
も
呼
ば
れ
た
敬
子
女
王
で
あ
っ
加

叶
で
は
何
故
に
具
平

親
王
の
着
袴
の
儀
が
教
子
女
王
の
承
番
殿
で
行
な
わ
れ
た
の
か
｡
敬
子
女
王
と
具
平
親
王
を
結
び
つ
け
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
の
か
｡
そ
れ

に
は
こ
の
二
人
の
女
御
の
境
遇
を
比
較
す
る
の
が
よ
い
｡

具
平
親
王
の
母

･
荘
子
女
王
と
､
承
香
殿
の
女
御

･
教
子
女
王
は
境
遇
が
大
変
よ
-
似
て
お
り
､
二
人
の
仲
は
姉
妹
の
如
き
様
相
を
程
し
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て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
｡
二
人
は
村
上
天
皇
の
後
宮
に
上
っ
た
競
争
相
手
で
は
な
く
'
実
の
姉
妹
よ
り
も
細
や
か
な
感

情
を
互
い
に
持
ち
､
身
を
寄
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
考
え
ら
れ
る
｡

そ
の
ま
ず
第

一
点
は
､
彼
女
達
の
出
自
が
非
常
に
高
貴
な
上
'
同
族
で
あ
っ
た
点
に
あ
る
｡
承
香
殿
の
女
御

･
教
子
女
王
の
父
は
式
部
卿

江十
一

重
明
親
王
で
､
父
方
の
祖
父
は
醍
醐
天
皇
で
あ
る
｡
荘
子
女
王
の
父
は
中
務
卿
代
明
親
王
で
､
祖
父
は
や
は
り
醍
醐
天
皇
で
あ

る

｡

村
上
天

皇
の
後
宮
に
参
上
し
た
女
性
達
で
'
父
が
親
王
で
あ
り
'
醍
醐
天
皇
の
孫
娘
に
あ
た
る
と
い
う
高
貴
な
血
筋
の
女
御
達
は
こ
の
二
人
だ
け
で

臥
離
b
父
が
兄
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
の
に
加
え
,
彼
女
達
の
母
親
達
も
そ
の
父
が
そ
れ
ぞ
れ
､
大
臣
と
い
う
大
変
素
暗
し
い
こ
と
に
気
付
く
｡

徽
子
女
王
の
母
は
貞
信
公
忠
平
の
女
で
あ
る
｡
忠
平
は
醍
醐
天
皇
の
御
世
に
は
一
上
と
し
て
'
右
大
臣
'
左
大
臣
を
歴
任
し
､
朱
雀
天
皇
か

ら
村
上
天
皇
の
御
世
に
は
,
摂
政
左
大
臣
か
ら
関
白
太
政
大
臣
を
務
軌

が

1L
位
人
臣
を
極
め
た
人
物
で
あ
る
｡
荘
子
女
王
の
母
は
右
大
臣
定

旺十
四

方
の
女
で
あ
る
.
定
方
の
方
は
常
に
忠
平
の
1
歩
後
を
歩
い
た
人
物
で
は
あ

る

が

'
姉
妹
の
胤
子
が
醍
醐
天
皇
の
生
母
に
あ
た
り
､
い
ず
れ

劣
ら
ぬ
立
派
な
家
柄
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
｡

第
二
点
は
'
年
齢
が

一
つ
違
い
で
あ
り
'
ほ
ぼ
同
年
代
だ
と
言
え
る
点
で
あ
る
｡
教
子
女
王
の
方
は
寛
和
元
年

(九八
五
)
に
五
十
七
歳
で

蛙十五

没
し
て
お

り

'

逆
算
す
れ
ば
延
長
七
年

(九
二九)
の
誕
生
｡
荘
子
女
王
は
寛
弘
五
年

(
一〇宍
)
七
月
に
七
十
五
歳
で
没
し
て
お
り
'
逆
算
す

れ
ば
延
長
八
年

(九
三〇)
の
誕
生
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
徽
子
女
王
の
方
が

一
歳
年
長
と
言
え
る
｡
ま
た
女
御
と
な
っ
た
の
も
､
ほ
ぼ
同
じ

註十六

頃
で
あ
り
'

1
年
違
い
で
あ
る
O
敏
子
女
王
が
女
御
と
な
っ
た
の
は
'
天
暦
三
年

(九
四九)
四
月
七

日

.

荘
子
女
王
が
女
御
と
な
っ
た
の
は
'

旺十七

天
暦
四
年

(九
吾
)
十
月
二
十

日

.

敬
子
女
王
の
方
が

1
年
早
い
.
子
供
を
儲
け
た
の
も
敏
子
女
王
の
方
が
先
で
あ
る
.
『本
朝
皇
胤
紹
道
銀
』

に
よ
れ
ば
'
敬
子
女
王
の
御
子
は
規
子
内
親
王

一
人
､
荘
子
女
王
の
御
子
は
菓
子
内
親
王
と
具
平
親
王
の
二
人
が
記
さ
れ
て
い
る
｡
規
子
内

江十八

親
王
の
誕
生
は
天
暦
三
年
で
あ

り

,

楽
子
内
親
王
の
誕
生
は
天
暦
六

年

(九
至
)
で
態

敬
子
女
王
の
出
産
の
方
が
荘
子
女
王
の
方
よ
り

三
年
早
い
｡
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第
三
点
は
､
康
保
三
年

(九L'X')
当
時
の
二
人
は
境
遇
が
大
変
よ
-
似
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
.
彼
女
達
に
は
当
時
既
に
支
え
て
く
れ

る
べ
き
'
し
か
る
べ
き
後
見
が
い
な
か
っ
た
｡
微
子
女
王
も
荘
子
女
王
も
両
親
を
既
に
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
重
明
親
王
は
天
暦
八
年

(九
孟
)
九
月
十
四
日
に
四
十
九
歳

で
尭

養
い,
徽
子
女
王
の
母
は
そ
れ
以
前
の
天
慶
八
年

(九望
)
に
死
亡
し
て
di
lか
T･
荘
子
女
王
が
両
親

江二十
二

を
亡
-
す
る
の
は
も
っ
と
早
く
､
幼
少
の
頃
で
あ
っ
た
｡
代
明
親
王
は
承
平
七
年

(九
毒
)
三
月
二
十
九
日
に
尭
去
L
へ
荘
子
女
王
の
母
は

旺二十三

承
平
六
年

(九
三六)
三
月
十
八
日
に
死
亡
し
て
い
る
｡

以
上
徽
子
女
王
と
荘
子
女
王
の
二
人
を
比
較
し
な
が
ら
見
て
き
た
が
'
こ
の
二
人
は
出
自
が
同
じ
で
'
加
え
る
に
境
遇
が
大
変
よ
く
似
て

い
る
｡
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
､
後
見
を
し
て
-
れ
る
べ
き
父
母
を
比
較
的
早
-
に
亡
-
し
て
い
る
点
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
し
か
る
べ
き
後

見
を
失
っ
た
二
人
に
は
'
互
い
に
身
の
不
幸
を
嘆
-
と
同
時
に
､
同
族
と
し
て
姉
妹
以
上
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
て
も
過
言
で
は

な
い
｡
男
御
子
の
い
な
い
敏
子
女
王
に
と
っ
て
'
荘
子
女
王
の
生
ん
だ
具
平
親
王
は
'
吾
が
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
､
具
平
親
王
の
着
袴
の
儀
が
承
番
殿
で
行
な
わ
れ
た
の
も
､
充
分
に
う
な
ず
け
る
点
が
あ
ろ
う
｡

着
袴
の
儀
が
承
番
殿
で
行
な
わ
れ
た
次
の
年
'
康
保
四
年

(九六七)

1
月
二
十

1
日
に
'
具
平
親
王
は
巡
給
に
預
る
よ
う
に
な
る
.

康
保
四
年
正
月
廿

1
日
御
記
､
具
平
親
王
預
巡
給
之
由
'
令
文
範
朝
臣
給
左
大
臣
'

(鞄

鍋
愚
)

こ
れ
は
具
平
親
王
に
対
す
る
村
上
天
皇
の
配
慮
で
あ
ろ
う
｡
当
時
四
歳
の
幼
い
親
王
の
行
-
末
を
憂
慮
し
た
結
果
で
あ
る
｡
少
な
く
と
も
巡

給
に
預
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
､
経
済
的
に
は
安
定
す
る
と
い
え
よ
う
｡
こ
の
康
保
四
年
の
五
月
二
十
五
日
に
は
､
村
上
天
皇
は
清
涼
殿
に
お

い
て
崩
御
｡
ま
さ
に
死
を
迎
え
る
直
前
の
処
遇
で
あ
っ
た
｡
こ
の
村
上
天
皇
は
そ
の
晩
年
は
'
退
位
し
た
い
と
強
-
願
う
ば
か
り
の
情
況
で

あ
っ
た
と

『栄
花
物
語
』
は
記
す
｡

は
か
な
く
年
月
も
過
ぎ
て
,
.e
t粥
jzu
世
し
ろ
し
め
し
て
後
,
廿
年
に
な
り
ぬ
れ
ば
､
｢下
り
な
ば
や
｡
暫
心
に
ま
か
せ
て
も
あ
り
に

し
が
な
｣
と
お
ぼ
し
宣
は
す
れ
ど
､
時
の
上
達
部
達
､
さ
ら
に
許
し
き
こ
え
さ
せ
給
は
ざ
り
け
り
｡
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(詣
紅
那慧
粁拒
紛4g,ggS1,1鞄
的払
)

治
世
二
十
年
に
も
な
っ
た
の
で
､
譲
位
し
て
当
分
の
間
自
由
気
位
に
暮
ら
し
た
い
と
､
村
上
天
皇
は
口
に

した
が
'
公
卿

達が許
さ
な
か
っ

た
と
記
す
｡
こ
の
記
事
に
引
き
続
き
､

康
保
三
年
八
月
十
五
夜
､
月
の
宴
せ
さ
せ
給
は
ん
と
て
'
清
涼
殿
の
御
前
に
'
皆
方
分
ち
て
前
栽
植
ゑ
さ
せ
給
ふ
｡
(中
略
)
御
遊
あ

安子

り
て
'
上
達
部
多
く
参
り
給
ひ
て
､
御
禄
さ
ま
ざ
ま
な
り
｡
こ
れ
に
つ
け
て
も
､
｢み
や

の

お
は
し
ま
し
し
折
に
､
い
み
じ
-
事
の
栄

あ
り
て
,
を
か
し
か
り
し
は
や
｣
と
,

【5jljJi
り
は
じ
め
奉
り
て
,
上
達
部
達
恋
ひ
き
こ
え
,
目
拭
ひ
給
ふ
｡
花
蝶
に
つ
け
て
も
,
今
は

た
だ

｢下
り
ゐ
な
ば
や
｣
と
の
み
ぞ
お
ぼ
さ
れ
け
る
｡

(
崩

瑚

甲

T
]11紬

蒜

こ

康
保
三
年
の
十
五
夜
の
宴
の
後
､
帝
を
始
め
公
卿
達
は
故
中
宮
安
子
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
'
慕
い
申
し
上
げ
て
涙

し

て
いる
｡
帝

は

た
だ

た
だ
退
位
し
た
い
と
の
み
願
っ
て
い
た
と
記
す
｡
帝
が
故
中
宮
安
子
の
こ
と
を
追
慕
し
て
涙
を
拭
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
'
治
世
二
十
年

の
康
保
二
年
頃
か
ら
東
宮
に
位
を
譲
り
､
少
し
気
盛
に
､
自
由
に
暮
ら
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
.
と
す
れ
ば
晩
年
の
皇

子
で
あ
る
具
平
親
王
の
処
遇
も
急
-
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡

村
上
天
皇
に
と
っ
て
は
'
承
香
殿
の
女
御
と
麗
景
殿
の
女
御
は
自
分
の
妃
達
の
中
の
1
人
で
あ
る
と

1
律
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
｡
微
子
女
王
と
荘
子
女
王
は
妃
達
の
一
人
で
あ
る
と
共
に
､
実
は
そ
れ
以
上
に
重
い
存
在
で
あ
る
｡
村
上
天
皇
に
と
っ
て

こ
の
二
人
の
女
御
は
'
故
兄
宮
達
の
遺
児

･
忘
れ
形
見
で
あ
り
'

1
族
の
長
と
し
て
庇
護
す
べ
き
対
象
で
は
な
か
っ
た
の
か
｡
村
上
天
皇
は

こ
の
女
御
遠
の
唯

一
人
の
男
皇
子

･
具
平
親
王
の
行
-
末
を
'
他
の
誰
よ
り
も
心
配
し
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
い
た
こ
と
に
な

ろ
う
｡
具
平
親
王
が
二
歳
で
親
王
宣
下
を
受
け
､
四
歳
で
巡
給
に
預
か
る
よ
う
に
配
慮
し
た
の
は
村
上
天
皇
の
強
い
意
志
表
示
で
あ
る
｡
退

位
を
考
え
始
め
た
帝
に
と
っ
て
は
､
自
分
以
外
に
頼
る
べ
き
後
見
の
い
な
い
､

一
族
の
女
御
の
腹
に
な
る
皇
子
に
'

一
応
の
経
済
的
な
保
証

を
与
え
る
の
は
急
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
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〔系
図
Ⅰ
〕

(主
要
な
人
物
に
は
生
没
年
等
を
注
す
｡)

摂
政
関
白
･
太
政
大
臣

忠

平
I

女

～
弼
年

(承香殿女御)
･教子女
王は
年
～
減
年

(斎宮)

-

重
明
親
王
弼
年
～
脱
年

規
子内
親
王
949
年
～
弼
年

村
上
天皇
は年
～
附
年

-代明親王脳年～脚年(摩景殿女御)苧女王晋長年
保光



顔 天 天 天 天 天 天 承 承 延延 延 延 延

@フ亡年(九六 磨八年( 磨 磨四年( 磨 慶九年( 慶八年( 辛七年( 辛 良八年( 良七年( 良 喜 喜四年(
六年( 毒( 六年( 六年( 六年(

九五 九五 九五 九四 九四 九四 空 塾 空 ち 塾 九〇 九〇
四) 四) ) ○) 九) ≡ 五) 七) ≡ ○) 九) 八) Z5四)

死亡四読 誕牢代明親王

死亡 定方女

具平三親 五王 歳誕坐 菓子 二 女御 諺生 荏千五読 内 三親 歳誕 壬坐 読 〇読 七歳 六読 八読 七読 女王

死亡四九読 誕坐 蛋明親王

死亡 忠辛女

⊥ __1._ 女御規子 二 諺坐 敬千

ノヽ読 ′ヽ読 四読 義 内 -親 歳誕 王坐 八読 七読 九読 八歳 義 女王

即位 諺坐 村上天
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.寛弘六 寛弘五年( -良 寛 寛 顔 康 康

徳 i_D型 -:煤 壁 壁

年( 四年 毎 フt:年 .四･年 毒 毎

○ ○ ′ヽ九 (九 ′一､九 (九⊥ ′■ヽ九■｣..一 (九lL

〇･九 〇八 九八) 五Z5八五) ′ヽJ吉 仝ど) ′ヽ五) ) )

死 臭 死 死 楽 五 五 預 具 香袴等墨 壷 親王 具
亡 平 亡 亡子 六 巡 平 三 宣 平 三

__1._ ′ _⊥

空 王 七九歳 四 親 歳七 王読 読 ′ヽ歳 ロ･ 王 歳 ′ヽ･ 王 歳′ヽ歳 四読 義 義

死 規亡 子 死亡五七読

･ 内 冗 冗 毛

三 親八王歳 歳 歳 読
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早
く
に
両
親
を
亡
く
し
た
荘
子
女
王
の
兄
達
が
'
村
上
天
皇
の
恩
寵
に
よ
り
公
卿
の
地
位
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
'
村
上
天
皇
の
御
蔭
を
強

旺
二十
四

く
蒙
っ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
以
前
述

べ

た

｡

具
平
親
王
に
と
っ
て
も
頼
る
べ
き
人
物
は
た
だ

一
人
､
村
上
天
皇
し
か
い
な
か
っ
た
の
で

表
1
･系
回
-参
照

は

な

い

か
｡村
上
天
皇
も
そ
の
不
安
定
な
具
平
親
王
の
将
来
を
考
え
て
､
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
が
二
歳
で
の
親



王
宣
下
と
'
四
歳
で
の
巡
給
と
い
え
る
｡

註
二
十
五

そ
の
後
'
具
平
親
王
は
貞
元
二
年

(九七七)
八
月
十

一
日
に
､
十
四
歳
で
元
服
を

す

る

｡

ま
た
､

一
条
天
皇
の
二
年

･
永
延
元
年

(九八七
)

七
月
二
十

一
日
に
は
､
相
撲
司
の
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
｡

廿

1
日
壬
午
｡
損
政
始
移
二徒
新
造
東
三
候
第
.0
(桝

童
通有
二饗
｡
三
日
宴
管
絃
之
事
..
今
日
｡
式
部
卿
篤
平
親
王
｡
兵
部
卿
具
苧

親
王
.
馬
左
右
相
撲
司
別
嘗
乏

由
｡
披
レ
下
二宣
旨
1.

(
鮎

f
)

摂
政
兼
家
が
新
造
な
っ
た
東
三
条
第
に
移
っ
た
PI
の
こ
と
で
あ
る
.
こ
の
時
相
撲
司
の
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
'
村
上
天
皇
の
皇

子
で
あ

る
式
部
卿
為
平
親
王
と
具
平
親
王
の
二
人
で
あ
る
｡
為
平
親
王
は
村
上
天
皇
と
中
宮
安
子
の
間
に
誕
生
し
た
皇
子
で
あ
り
'
左
大
臣
源
高
明

に
婿
取
ら
れ
た
親
王
で
あ
る
.
い
う
ま
で
も
な
く
円
融
天
皇
の
同
腹
の
兄
に
あ
た
り
'

1
条
天
皇
に
は
伯
父
に
あ
た
る
O
村
上
天
皇
の
皇
子

荘
t一十
六

の
中
で
は
唯

一
人
､

言
m
ii
叙
さ
れ
た
親
王
で
あ

っ

た

.
為
平
親
王
は
円
融
天
皇
即
位
後
'
大
層
立
派
な
過
さ
れ
方
を
し
た
.
そ
れ
は
天
元

元
年

(貞
元
三
年

･
九七八)
十

一
月
二
十
八
日
に
は
'

59

式
部
卿
烏
平
親
王
聴
三乗
レ輩
出
二人
営
門
l0

(
翫

Jie
)

賛
車
に
乗
っ
て
宮
中
の
門
を
出
入
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
'
天
元
二
年

(九七九)

一
月
三
日
に
は
'

聴
下太
政
大
臣
井
式
部
卿
馬
平
親
王
乗
二牛
革

従
二上
東
門
一可
中出
入
上
之
由
｡

(
翫

F

)

註
二
十

七

関
白
太
政
大
臣
藤
原
頼
忠
と
同
じ
く
､
牛
車
を
聴
さ
れ
て
い
る
｡
為
平
親
王
は
二
十
八
歳
の

若

さ

で

､
関
白
太
政
大
臣
と
同
じ
処
遇

を
受
け

た
と
い
え
よ
う
｡
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
.
具
平
親
王
は
こ
の
重
々
し
い
処
遇
を
さ
れ
た
式
部
卿
薦
平
親
王
と
共
に
'
相
撲
司
の
別
当
に

任
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
村
上
天
皇
の
七
の
宮
と
し
て
そ
れ
な
り
の
過
さ
れ
方
を
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
｡

こ
の
時

･
永
延
元
年

(九八七)､
具
平
親
王
は
兵
部
卿
で
あ
る
｡
で
は
い
つ
頃
具
平
親
王
は
中
務
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
か
｡
具
平
親
王
が
兵

部
卿
に
補
さ
れ
た
の
は
'
天
元
四
年

(九八
一)
五
月
十

一
日
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
そ
れ
は
次
の
､



今
日
｡
兵
部
卿
四
品
致
平
親
王
於
二中
山
T出
家
｡
住
二
園
城
寺
Io

(
艶

詣

空

眼
転
)

四
品
兵
部
卿
致
平
親
王
の
出
家
の
記
事
が
参
考
に
な
る
｡
そ
う
離
れ
て
い
な
い
頃
に
具
平
親
王
は
兵
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
｡
そ

の
後
い
つ
中
務
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
､
永
延
元
年

(九八七)
九
月
二
十
六
日
以
降
､
永
延
二
年

(九八八)
十
月
十
三
日
以

前
の
間
に
'
兵
部
卿
か
ら
中
務
卿
に
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
事
実
が
示
し
て
-
れ
る
の
で
は
な
い
か
｡

1､
言
芹

中
務
卿
未
明
親
王
責
｡
年
七
十
四

(
恕

脚
韻

㌫

讐

)

二
㌧
兵
部
卿
四
品
永
平
親
王
亮
.

(
.茄

詣

空

l抽
響

｢
こ

の
記
事
は
醍
醐
天
皇
の
皇
子

･
言
m中
務
卿
兼
明
親
王
の
亮
去
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
.
兼
明
親
王
の
勇
去
に
よ
り
､
中
務
卿
の

職
が
空
席
と
な
っ
た
｡
誰
か
が
そ
の
後
の
職
に
就
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡
｢
二
｣
の
記
事
は
村
上
天
皇
の
皇
子

･
四
品
兵
部
卿
永
平
親
王
の
尭

去
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
｡
兵
部
卿
が
二
人
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
'
こ
の
永
延
元
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
永
延
二
年
十
月
十
三
日

の
間
に
具
平
親
王
は
兵
部
卿
の
職
を
降
り
て
い
た
と
思
わ
れ
る
｡
具
平
親
王
は
兵
部
卿
を
止
め
た
後
､
無
役
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
｡

ま
た
'
兼
明
親
王
莞
去
の
後
'
長
-
中
務
卿
の
席
を
空
け
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
な
い
｡
以
上
の
点
を
考
慮
す
る
と
､
具
平
親
王
は
'
中
務

卿
兼
明
親
王
の
莞
去
後
'
そ
う
遅
-
な
い
時
期
に
'
兵
部
卿
か
ら
中
務
卿
に
転
じ
た
と
い
え
よ
う
.
そ
し
て
そ
の
後
に
兵
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ

た
の
が
永
平
親
王
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
｡

証
二
十
<

そ
の
後
寛
弘
四
年

(一〇〇七)
四
月
二
十
五
日
に
'
具
平
親
王
は
二
品
に
叙
せ

ら

れ

'
寛
弘
五
年

(
一〇〇八)
七
月
十
六
日
に
は
母

･
女
御
荘

註
二
十
九

江
三
十

子
女
王
の

死

に

あ

っ
た
り
'
月

･
日
は
不
明
で
あ
る
が
'
息
師
房
の
誕
生
を
迎
え
た
り
す

る

｡

翌
寛
弘
六
年

(
一〇
〇

九)
に
は
道
長
の
息
頼
通

注
三十
二

を
腔
軒
i
,
七
月
二
十
八
日
に
四
十
六
年
間
の
生
涯
を
閉
じ
て

い

る

｡

村
上
天
皇
の
皇
子
で
二
品
に
至
っ
た
の
は
,

中
宮
藤
原
安
子
の
腹
に

な
り
､

言
m
に
至
っ
た
式
部
卿
為
平
親
王
以
外
で
は
'
具
平
親
王
だ
け
で
あ
る
｡
非
常
な
厚
遇
を
受
け
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
｡

具
平
親
王
は
'
二
歳
で
親
王
宣
下
を
受
け
､
四
歳
で
巡
給
に
預
る
等
'
村
上
天
皇
の
恩
寵
を
深
く
受
け
て
い
た
｡
ま
た
母
女
御
が
醍
醐
天
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畠
の
孫
に
あ
た
る
と
い
う
､
高
貴
な
上
に
も
高
貴
で
尊
い
血
筋
に
あ
た
り
へ
そ
の
北
方
は
異
母
兄
の
言
m式
部
為
平
親
王
の
女
で
あ
る
｡
ま

さ
に
王
族
中
の
王
族
'
天
皇
家
の
血
を
誰
よ
り
も
濃
く
伝
え
て
い
た
方
で
あ
る
と
い
え
る
｡
母
が
摂
関
家
の
出
で
な
い
だ
け
に
'
政
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
少
な
く
､
政
局
か
ら
は
常
に
遠
く
に
あ
っ
た
方
で
あ
ろ
う
｡
ま
た
そ
れ
だ
け
に
強
-
畏
敬
の
念
を
あ
つ
め
た
方
で
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
｡
次
に

『栄
花
物
語
』
の
中
で
の
取
り
あ
っ
か
わ
れ
方
を
み
て
み
た
い
｡

三
､
『
栄
花
物
語
』
の
具
平
親
王

『栄
花
物
語
』
で
具
平
親
王
に
言
及
す
る
の
は
､
巻
第

一
｢月
の
宴
｣
の

二

四
〕
と

〔三

二
㌧
巻
第
三

｢
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
の

〔三
三
〕
と

〔三
五
〕'
巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣
の

〔六
〇
〕
と

〔六

二

･
〔七
五
〕､
巻
第
十
二

｢
た
ま
の
む
ら
ぎ
-
｣
の

二

二

･二

六
〕､
巻
第
二
十

1
｢後
く
る
の
大
将
｣
の

二

五
〕'
巻
第
三
十

1
｢殿
上
の
花
見
｣
の

〔九
〕
･
二

六
〕
､
巻
第
三
十
二

｢
歌
合
｣
の

二

七
〕'
巻
第
三
十
六

｢根
あ
は
せ
｣
の

〔三
六
〕'
巻
第
三
十
九

｢布
引
の
滝
｣
の

〔二
七
｣
の
十
四
ヶ
所
'
巻
第

1
か
ら
三
十
九
ま
で

と
い
う
広
い
時
代
に
亘
っ
て
い
る
｡
そ
の
う
ち
巻
第
八
の

〔六

〓

ま
で
は
具
平
親
王
の
生
前
の
記
事
で
あ
り
'
巻
第
八
の

(七
五
〕
以
降

は
責
去
後
の
こ
と
で
あ
る
｡
｢栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
る
具
平
親
王
の
記
述
は
､
直
接
親
王
に
言
及
す
る
も
の
と
､
彼
の
子
孫
に
言
及
す
る

場
合
の
二
つ
に
大
き
く
わ
け
ら
れ
る
｡
そ
こ
で
次
は

『栄
花
物
語
』
で
は
具
平
親
王
像
を
ど
の
よ
う
に
造
型
し
て
い
る
の
か
を
見
て
ゆ
く
｡

『栄
花
物
語
』
巻
第

一
｢月
の
宴
｣
で
は
､
具
平
親
王
の
誕
生
と
そ
の
性
情
に
つ
い
て
語
る
｡

は
か
な
く
年
月
も
過
ぎ
て
'
こ
の
御
方
方
'
わ
れ
も
-

劣
ら
じ
負
け
じ
と
'
皆
た
だ
な
ら
ず
お
は
し
て
'
御
子
遠
い
と
あ
ま
た
出

で
釆
集
り
給
ひ
ぬ
｡
(中
略
)
題
貴
殿
の
女
御
､
を
と
こ
七
宮

･
女
六
の
宮
生
れ
給
ひ
に
け
り
｡

(聖
S
L
T甲

)

こ
の
部
分
は
村
上
天
皇
の
妃
達
と
並
び
に
そ
の
皇
子

･
皇
女
達
を
纏
め
て
記
し
た
部
分
で
あ
る
.
ひ
き
続
き
'
麗
景
殿
女
御
荘
子
女
王
と

兵
平
親
王
に
対
し
'
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題
景
殿
御
方
の
七
の
宮
ぞ
t
を
か
し
う
､
御
心
錠
な
ど
小
な
が
ら
お
は
し
ま
す
を
'
母
女
御
の
御
心
ば
へ
推
し
量
ら
れ
け
り
｡

(
.
L･心

.1..II.)

と
､
絶
賛
し
て
い
る
｡
『栄
花
物
語
』
の
作
者
は
具
平
親
王

(七
の
宮
)
に
対
し
て
幼
い
な
が
ら
'
大
層
素
晴
し
い
方
で
､
心
橋
も
し
っ
か
り
し

て
い
る
と
記
す
｡
そ
し
て
､
そ
れ
は
母
女
御
へ
の
賛
美
と
な
っ
て
ゆ
く
｡
こ
の
巻
第

一
｢月
の
宴
｣
で
語
ら
れ
る
具
平
親
王
に
対
す
る
賞
賛
･

賛
美
は
'
具
平
親
王
の
有
す
る
能
力
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
能
力
は
幼
少
の
折
か
ら
既
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
と
記
す
｡

巻
第
三

｢
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
で
は
具
平
親
王
に
直
接
言
及
す
る
の
で
は
な
-
､
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
た
､
高
貴
な
家
柄

･
血
筋

と
い
う
'
具
平
親
王
の
属
性
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
素
晴
し
い
属
性
が
そ
の
段
落
の
補
足
説
明
的
な
役
割
を
荷
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

そ
の
一
つ
は
伊
周
の
結
婚
で
あ
る
｡

伊
周

Ef平

【荘
子
)

小
千

代

君

は
'
六
条
の
中
務

の

宮

と
聞
ゆ
る
は
､
村
上
の
先
帝
の
御
七
の
宮
に
お
は
し
ま
し
け
り
'
御
母
凝
景

殿

の

女
御
の
御
兄
源
中

納
言
重
光
と
聞
ゆ
る
が
御
婿
に
な
り
給
ひ
ぬ
O
御
妻
ま
う
け
の
程
,
鮎
欝

こ
よ
な
う
ま
さ
り
給
ひ
ぬ
め
り
｡

(=tT4
1...1.jw
g)･)

こ
れ
は
伊
周
が
源
重
光
の
婿
と
な
っ
た
こ
と
を
記
す
記
事
で
あ
る
｡
兄
道
額
よ
り
数
段
も
嫁
要
の
儀
が
勝
っ
て
い
る
理
由
に
'
具
平
親
王

と
そ
の
母
に
言
及
す
る
｡
即
ち
伊
周
は
具
平
親
王
の
母
を
妹
と
す
る
立
派
な
家
柄
の
婿
と
な
っ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
｡
ま
た
､

為
尊

敦
道

か
-
て
三
･
四
の
宮
の
御
元
服

一
度
に
せ
さ
せ
給
ふ
｡
さ
て
三
の
宮
を
ば
弾
正

の

宮

と
聞
え
さ
す
｡
四
の
宮
を
ば
師
宮
と
聞
え
さ
す
｡

▲句平

具
平

･水
平

式

部

卿

･
中

務

卿

･兵
部

卿

な
ど
に
て
は
､
村
上
の
先
帝
の
親
王
達
の
皆
お
は
し
ま
せ
ば
'
か
く
な
し
奉
ら
せ
給
へ
る
な
り
け
り
｡

(
=疋
班
が8

-)

と
'
冷
泉
天
皇
と
藤
原
超
子
の
問
に
生
ま
れ
た
､
馬
等
親
王
と
敦
道
親
王
の
元
服
と
任
官
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
あ
る
0
式

部
卿
や
中
務

卿
･
兵
部
卿
な
ど
は
全
て
村
上
天
皇
の
親
王
達
が
就
い
て
い
る
の
で
'
弾
正
デ
と
大
宰
師
に
任
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
い
い
か
え

れ
ば
'
村
上
天
皇
の
親
王
達
の
や
ん
ご
と
な
い
様
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡
い
-
ら
摂
政
の
兼
家
が
強
引
で
あ
っ
た
と
し
て
も
村
上
天
皇
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の
親
王
達
の
職
を
停
め
て
'
為
尊
親
王
と
敦
道
親
王
に
交
替
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
｡
こ
れ
も
具
平
親
王
そ
の
人
の
能
力
で
は
な

-
'
そ
の
生
ま
れ

･
属
性
に
関
し
た
も
の
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
巻
第
三

｢
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
｣
で
は
'
具
平
親
王
の
血
筋
の
よ
さ
'

そ
の
属
性
の
素
晴
し
さ
を
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
｡

巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣
で
は
'
具
平
親
王
女

･
隆
姫
と
頼
通
と
の
結
婚
に
つ
い
て
描
か
れ
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
具
平
親
王
そ
の
人
の
有
す

る
能
力
と
そ
の
血
筋

･
血
統
と
い
う
そ
の
属
性
に
最
大
限
の
讃
辞
を
捧
げ
る
の
で
あ
る
｡

■
■

か
か
る
程
に
'
殿
の

左

衛

門
督
を
､
さ
べ
き
人
人
い
み
じ
う
け
し
き
だ
ち
き
こ
え
給
ふ
所
所
あ
れ
ど
も
､
ま
だ
と
も
か
う
も
お
ぼ
し

め
し
定
め
ぬ
程
に
､
六
条
の
中
務

が

軒

と
聞
え
さ
す
る
は
,
故
村
上
の
先
帝
の
御
七
の
宮
に
お
は
し
ま
す
,
撃

晶

の
女
御
の
御
腹
の

荷
明

宮
な
り
､
北
の
方
は
や
が
て
村
上
の
四
の
宮
為
平
の
式
部
卿
の
宮
の
御
中
姫
君
な
り
'
母
上
は
故
源
師
の
お
と
ど
の
御
女
の
腹
な
り
｡

【陣
拒
)

か
か
る
御
仲
よ
り
出
で
給
へ
る
女
官
三
所
'
男
宮
二
所
ぞ
お
は
し
ま
す
｡
そ
の
姫

宮

'

え
な
ら
ず
か
し
づ
き
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
､
い
さ

さ
か
か
た
は
な
る
事
も
な
-
'
も
の
清
さ
御
仲
ら
ひ
な
り
｡
中
務
の
宮
の
御
心
用
ゐ
な
ど
'
世
の
常
に
な
べ
て
に
お
は
し
ま
さ
ず
'
い

み
じ
う
御
才
貿
う
お
は
す
る
余
り
に
'
陰
陽
道
も
医
師
の
方
も
'
よ
ろ
づ
に
あ
さ
ま
し
き
ま
で
足
ら
は
せ
給
へ
り
｡
作
文

･
和
歌
な
ど

【艮
平
】

【頼
油
】

の
方
､
世
に
す
ぐ
れ
め
で
た
う
お
は
し
ま
す
｡
心
に
-
-
恥
し
き
事
限
な
-
お
は
し
ま
す
｡
そ
の

宮

'

こ
の
左
衛
門
督
殿
を
心
ざ
し
き

こ
え
さ
せ
給
へ
ぽ
こ

逼

聞

し
め
し
て
､
｢
い
と
か
た
じ
け
な
き
事
な
り
｣
と
,
畏
り
き
こ
え
さ
せ
給
て
､
｢男
は
妻
が
ら
な
り
0
い
と

や
む
ご
と
な
き
あ
た
り
に
参
り
ぬ
べ
き
な
め
り
｣
と
聞
え
給
ふ
程
に
'
内
内
に
お
ぼ
し
設
け
た
り
け
れ
ば
'
今
日
明
日
に
な
り
ぬ
｡
さ

る
は
内
な
ど
に
お
ぼ
し
心
ざ
し
給
へ
る
細
事
な
れ
ど
'
御
宿
世
に
や
'
お
ぼ
し
立
ち
て
婿
取
り
奉
ら
せ
給
ふ
｡
御
有
様
い
と
今
め
か
し
｡

女
房
廿
人
､
童

･
下
仕
四
人
づ
つ
'
よ
ろ
づ
い
と
い
み
じ
う
奥
深
く
心
に
-
き
御
有
様
な
り
｡
今
の
世
に
見
え
聞
ゆ
る
番
に
は
あ
ら
で
'

｢げ
に
こ
れ
を
や
'
古
の
薫
衣
香
な
ど
い
ひ
て
､
世
に
め
で
た
き
も
の
に
い
ひ
け
ん
は
､
こ
の
薫
に
や
｣
と
ま
で
､
お
し
か
へ
し
珍
し

【性
姫
】

【研
子
】

う
お
ぼ
さ
る
｡
姫

宮

の

御
年
十
五
六
ば
か
り
の
程
に
て
'
御
髪
な
ど
菅

の

殿

の
御
有
様
に
い
と
よ
う
似
さ
せ
給
へ
る
心
地
せ
さ
せ
給
ふ
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に
､
め
で
た
き
御
か
た
ち
と
お
し
量
り
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
べ
し
｡
中
務
の
宮
'
い
み
じ
う
衝
け
し
き
お
ろ
か
な
ら
ず
あ
ほ
れ
に
見
え
さ

せ
給
ふ
｡

(
J
i<IP(L
評

｡)

こ
の

｢
は
つ
は
な
｣
の
巻
の

〔六
〇
〕
節
で
は
'
右
の
引
用
し
た
文
の
二
行
目
か
ら
三
行
目
の
途
中
ま
で
は
'
隆
姫
の
両
親
の
血
統
の
素

晴
し
さ
を
措
-
｡
そ
の
中
で
ま
ず
具
平
親
王
の
両
親
に
言
及
L
t
い
か
に
高
貴
で
'
天
皇
家
の
血
が
濃
い
か
を
措
く
｡
続
い
て
具
平
親
王
の

北
の
方
の
血
筋
に
言
及
し
､
そ
の
高
貴
な
点
を
申
し
述
べ
た
て
て
い
る
の
で
あ
る
｡
五
行
目
の
途
中
か
ら
は
へ
具
平
親
王
の
性
質

･
そ
の
能

力
の
素
晴
し
さ
を
措
い
て
い
る
｡
具
平
親
王
の
性
質

･
能
力
は

｢世
の
常
に
な
べ
て
｣
で
は
な
く
､
｢
い
み
じ
う
御
才
賢
｣
い
と
記
す
｡
そ

し
て
そ
の
才
能
の
及
ぶ
範
囲
が
い
か
に
広
い
か
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
O
『栄
花
物
語
』
の
作
者
に
よ
れ
ば
'
漢
詩
や
和
歌
の
方
面
が
大

層
素
晴
し
い
だ
け
で
は
な
い
｡
能
力
が
あ
り
余
っ
て
い
て

｢陰
陽
道
｣
や

｢医
師
｣
と
い
う
不
可
思
議
な
力
を
有
す
る
方
面
に
ま
で

｢あ
さ

ま
し
さ
｣
程
十
分
な
能
力
を
有
し
て
い
た
と
説
-
｡
八
行
目
の
途
中
か
ら
は
､
こ
の
素
晴
し
い
具
平
親
王
が
頼
通
の
こ
と
を
婿
と
し
て
迎
え

よ
う
と
心
に
決
め
た
の
で
'
道
長
は
大
感
激
し
た
と
緯
接
説
明
し
て
い
る
｡
十
行
目
か
ら
は

｢今
め
か
し
｣
き
中
に
も
､
｢古
の
薫
衣
香
｣

と
い
う
当
世
風
と
ま
っ
た
く
正
反
対
の
､
古
風
で
奥
ゆ
か
し
さ
を
有
す
る
香
を
使
用
し
て
い
る
様
子
を
描
-
｡
伝
統
の
あ
る
奥
深
く
ゆ
か
し

い
も
の
か
ら
'
現
代
風
の
も
の
ま
で
兼
ね
備
っ
て
い
る
と
記
す
の
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
頼
通
の
結
婚
を
題
材
に
し
て
'
頼
通
を
婿
取
っ
た
具
平
親
王
が
い
か
に
す
ぐ
れ
て
立
派
で
あ
っ
た
か
を
書
き
連
ね
て
い
る
.
具

平
親
王
の
血
統
の
由
緒
正
し
さ
か
ら
記
筆
L
t
あ
り
余
る
恐
し
い
ま
で
の
能
力
'
深
い
伝
統
に
根
差
し
た
新
し
い
も
の
に
対
応
す
る
そ
の
生

活
'
筆
舌
に
尽
し
難
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
｡
具
平
親
王
の
全
て
に
亘
っ
て
絶
讃
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
｡

｢
は
つ
は
な
｣
の

〔六

〓

節
で
は
'
頼
通
を
婿
に
迎
え
た
具
平
親
王
の
心
情
を
措
く
｡

【EI平
】

宮
い
と
か
ひ
あ
り
て
お
ぼ
し
見
奉
ら
せ
給
ふ
｡
六
条
に
明
葛
の
御
歩
き
も
'
｢路
の
程
な
ど
に
､
夜
行
の
夜
な
ど
も
お
の
づ
か
ら
あ

り
あ
ふ
ら
ん
.
い
と
う
し
ろ
め
た
さ
事
な
り
｣
と
お
ぼ
し
て
,
｢上
つ
方
に
さ
べ
き
御
様
に
｣
と
綻
て
き
こ
え
さ
せ
給
ふ
.
和
紀
の
宮
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今
は
心
安
く
な
り
ぬ
る
を
'
｢今
だ
に
い
か
で
本
意
遂
げ
な
ん
｣
と
お
ぼ
し
な
ら
せ
給
ふ
｡
事
に
触
れ
て
や
む
ご
と
な
き
御
有
様
を
だ

に
､
さ
べ
き
折
節
'
珍
し
き
節
会
な
ど
に
は
'
い
と
出
し
奉
ら
ま
ほ
し
う
の
み
'
お
は
や
け
に
お
ぼ
し
め
さ
る
る
事
こ
た
び
の
み
に
あ

ら
ね
ど
'
す
べ
て
さ
や
う
に
お
ぼ
し
か
け
さ
せ
給
は
ず
o
世
に
口
惜
し
き
こ
と
に
な
ん
.

(.誘
Lj]18.a
)

ま
ず
婿
と
し
て
通
っ
て
く
る
頼
通
に
対
し
て
'
と
て
も
濃
や
か
な
心
遣
い
を
示
す
｡
夜
通
っ
て
来
る
途
中
で
百
鬼
夜
行

に出
合う
か
も
し

れ
な
い
と
心
配
す
る
の
で
あ
る
｡
い
か
に
も
陰
陽
道
に
も
深
-
通
じ
て
い
る
具
平
親
王
ら
し
い
心
遣
い
で
あ
ろ
う
｡
そ
し
て
上
京
に
頼
通
の

た
め
の
新
第
を
計
画
す
る
の
で
あ
る
｡
二
行
目
の
下
か
ら
は
､
｢心
安
-
｣
な
っ
た
親
王
が
長
年
の
願
い
で
あ
る
'
出
家
の
本
意
を
遂
げ
た

い
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
と
記
し
'
帝
が
様
々
な
し
か
る
べ
き
折
り
や
珍
し
い
節
会
に
具
平
親
王
の
臨
席
を
願
っ
.て
も
'
そ
の
気
の
ま
っ
た

く
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
記
す
｡
帝
の
心
遣
い
を
や
ん
わ
り
と
断
り
､
俗
塵
を
避
け
､
市
井
に
住
む
隠
者
と
い
っ
た
風
で
あ
っ
た
と
記
す
の

で
あ
る
｡

頼
通
を
婿
取
り
'
隆
姫
の
行
-
末
に
安
心
を
懐
い
た
後
は
'
益
々
孫
高
の
人
と
い
っ
た
様
に
な
っ
て
い
た
､
具
平
親
王
の
心
情
の
変
化
を

よ
-
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
｡
具
平
親
王
は
探
-
道
心
を
有
し
た
立
派
な
人
格
の
人
物
で
あ
っ
た
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
｡

こ
の
巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣
で
言
い
た
い
こ
と
は
'
具
平
親
王
や
そ
の
女

･
隆
姫
が
い
か
に
高
貴
な
血
筋
で
あ
っ
た
か
を
'
強
く
読
む
者

に
印
象
付
け
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
具
平
親
王
の
子
供
達
は
'
醍
醐
天
皇
か
ら
村
上
天
皇
へ
と
続
く

『栄
花
物
語
』
の
冒
頭
に
記

荘
三
十
四

さ
れ
る

｢醍
醐

の

聖

帝

｣
並
び
に

｢亮
の
子
の
尭
な
ら
む
や
う
｣
と
絶
讃
す
る
村
上
天
皇
の
血
の
凝
縮
し
た
所
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

醍
醐
天
皇
の
血
が
'
代
明
親
王
と
村
上
天
皇
の
中
で
凝
縮
し
て
具
平
親
王
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
｡

一
方
'
村
上
天
皇
と
高
明
を
通
し
て
醍

醐
天
皇
の
血
脈
が
為
平
親
王
の
女

･
具
平
親
王
の
北
の
方
に
集
ま
っ
て
き
た
｡
そ
の
尊
貴
な
血
の
あ
っ
ま
っ
て
成
せ
る
業
が
隆
姫
を
始
め
と

す
る
具
平
親
王
の
御
子
達
で
あ
っ
た
｡
『栄
花
物
語
』
の
作
者
は
そ
う
語
り
た
い
の
で
あ
る

(系
図
Ⅱ
参
照
)0

巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣
の

〔七
五
〕
節
は
'
具
平
親
王
宛
去
後
の
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
｡
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図
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で
く
Y
っ
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人
物
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花
物
語
｣
巻
第
八

〔六

〇
〕
節
で
語
ら
れ
る
人
々
.
)

(
聖
帝
)

醍

醐

天

皇



(
披

子

〕

〔済
時
】
〔済
時
室
〕

小

一
条
の
中
の
君
と
聞
ゆ
る
は
､
宣

曜

殿

の
御
お
と
う
と
の
君
､

殿

も

上

も

､
と
も
か
う
も
な
さ
で
う
せ
給
ひ
に
し
か
ば
'
い
か
で

二叫子)

【用貞)

致道

女

御

殿

に
劣
ら
ぬ
様
の
事
を
な
ど
お
ぼ
し
構
へ
て
､

東

宮

の
御
お
と
う
と
の

帥

宮

に
聞
え
つ
け
給
へ
り
し
か
ば
､
南
院
に
迎
へ
給
へ
り

【中
の召
〕

し
か
ど
'
年
月
に
添
へ
て
御
心
ざ
し
浅
う
な
り
も
て
行
き
て
'
和
泉
守
道
点
が
妻
を
お
ぼ
し
さ
わ
き
て
､
こ

の

君

を
ば
事
の
ほ
か
に
お

3al母也

【庶月】

【は
子
〕

ぼ
し
た
り
し
か
ば
'
居
煩
ひ
て
､
小

1
条
の
お
ば

北

の

方
の
御
許
に
帰
り
給
ひ
に
し
ぞ
か
し
.
さ
れ
ば

東

宮

も
'
宣

耀

殿

も
'
こ
の
事

を

｢我
口
入
れ
た
ら
ま
し
か
ば
い
か
に
聞
き
に
-
か
ら
ま
し
｡
知
ら
ぬ
事
な
れ
ば
'
心
安
し
｣
と
ぞ
お
ぼ
し
宣
は
せ
け
る
｡
御
幸
同
じ

【為甘)

〔敦適〕

御
は
ら
か
ら
と
見
え
給
は
ず
｡
和
泉
を
ば
､
故

弾

正

宮
も
い
み
じ
き
も
の
に
恩
は
し
た
り
し
か
ば
､
か
く

師

宮

も
う
け
と
り
お
ぼ
す
な

道隆

【致道〕

り
け
り
｡
故

関

白

殿
の
三
の
君

帥

宮

の
上
も
､

一
条
わ
た
り
に
心
得
ぬ
御
様
に
て
ぞ
お
は
す
る
｡
又
小

一
条
の
中
の
君
も
､
如
何
と
ぞ

人
お
し
量
り
き
こ
ゆ
め
る
｡

〔貝平】

か
か
る
程
に
､
六

条

の
宮
も
う
せ
給
ひ
に
し
か
ば
'
左
衛
門
督
ぞ
'
よ
ろ
づ
お
ぼ
し
扱
ひ
き
こ
え
給
ふ
も
本
意
あ
り
'
あ
は
れ
な
る
御

事
な
り
｡

(
琵

雫

)

こ
の

｢
は
つ
は
な
｣
の

〔七
五
〕
節
の
大
半
は
'
済
時
の
女
の
'
中
の
君
と
帥
宮
敦
道
親
王
と
の
不
幸
な
結
婚
の
顛
末
に
つ
い
て
記
す
｡
中

の
君
の
姉

･
宣
耀
殿
の
女
御

･
城
子
や
'
そ
の
夫

･
東
宮
居
貞
親
王
は
こ
の
不
幸
な
'
薄
幸
の
中
の
君
の
世
話
を
ま
っ
た
く
し
な
い
の
で
あ

る
｡
城
子
は
妹
に
対
し
て
肉
親
と
も
思
え
な
い
薄
情
な
仕
打
ち
を
し
た
と
書
き
た
て
て
い
る
｡
ま
た
東
宮
の
態
度
も
解
せ
な
い
と
記
す
｡
東

宮
は
弟
の
帥
宮
が
'
東
宮
の
北
の
方
宣
耀
殿
の
女
御
の
妹
に
対
し
て
'
残
酷
な
行
い
に
出
た
の
に
'
知
ら
ぬ
顔
を
決
め
こ
ん
で
い
た
と
作
者

は
東
宮
の
態
度
を
非
難
す
る
の
で
あ
る
｡

こ
の
不
幸
な
中
の
君
の
結
婚
の
結
末
に
比
べ
る
と
'
中
務
卿
具
平
親
王
の
女

･
隆
姫
の
結
婚
は
幸
せ
で
あ
る
と
記
す
｡
具
平
親
王
尭
去
後
､

頼
通
は
隆
姫
を

｢あ
は
れ
な
る
御
事
｣
と
周
囲
の
人
々
が
感
動
す
る
位
の
t
T
重
な
持
て
成
し
方
を
し
た
と
記
す
の
で
あ
る
｡
頼
通
の
素
晴

し
さ
を
語
る
場
面
で
あ
る
｡
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
'
薄
幸
の
中
の
君
を
引
き
取
っ
て
何
く
れ
と
な
く
面
倒
を
み
て
い
た
の
が
祖
母
で
あ
っ
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口

で
く
く
っ
た
人
物
は
'
｢栄
花
物
語
』
巻
第
八

〔七
五
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た
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
｡
故
済
時
の
母
は
定
方
の
女
で
あ
る
｡
彼
女
は
具
平
親
王
の
祖
母
の
妹
に
あ
た
る
方
で
'

『栄
花
物
語
』
の
中

技三十五

で
は

｢
よ
き
御
北
の
方
｣
と
高
い
評
価
の
与
え
ら
れ
て
い
る
女
性
で
あ
っ

た

｡

こ
の

｢小

一
条
の
お
ば
北
の
方
｣
は

『大
和
物
語
』
の
中
で

は
代
明
親
王
の
北
方

･
荘
子
女
王
の
母
の
後
添
い
に
擬
せ
ら
れ
た
女
性
で
あ
っ
た
｡
具
平
親
王
に
と
っ
て
は
一
族
の
女
性
で
あ
り
'

『栄
花

物
語
』
の
作
者
も
充
分
そ
の
点
は
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
で
あ
る
か
ら
こ
そ
'
済
時
の
中
の
君
の
結
婚
後
の
話
と
､
隆
姫
の
結
婚
後
の

話
を

一
ヶ
所
に
纏
め
て
記
載
し
た
の
で
あ
ろ
う

(系
図
Ⅲ
参
照
)0

巻
第
十
二

｢止
ま
の
む
ら
ぎ
-
｣
の

〔
〓

〕
節
と

二

六
〕
節
は
'
頼
通
に
対
す
る
三
条
天
皇
の
女
二
の
宮

･
紀
子
内
親
王
降
嫁
の
儀

に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
｡

二

二

節
の
方
は
'
三
条
天
皇
が
'

〔頼東)

貝
平

こ
の
大
と
の
の

大

将

殿
な
ど
に
や
預
け
て
ま
し
｡
御
妻
は
中
務
の

宮

の

女
ぞ
か
し
｡
そ
れ
は
い
か
ば
か
り
か
あ
ら
ん
｡
さ
り
と
も
こ

の

【郎

)に

え
や
ま
さ
ら
ざ
ら
む
･
又
我
か
-
て
あ
れ
ば
､
え
お
ろ
か
に
あ
ら
じ
.

(評

,H
o
)

と
自
分
の
女

･
組
子
内
親
王
を
頼
通
に
降
嫁
さ
せ
よ
う
と
決
意
し
た
場
面
で
'
具
平
親
王
の
名
前
が
記
さ
れ
る
｡
頼
通
は

｢
た
だ
御
目
に
涙

ぞ
浮
び
に
た
る
は
'
上
を
い
み
じ
う
恩
ひ
き
こ
え
給
へ
る
｣
状
態
で
あ
っ
た
と
記
す
｡
こ
の
三
条
天
皇
の
決
意
が
具
平
親
王
の
物
怪
を
呼
び

出
す
こ
と
に
な
る
.
三
条
天
皇
の
決
意
は
具
平
親
王
に
と
っ
て
､
由
々
し
き
禍
禍
し
き
こ
と
で
あ
っ
た
｡
組
子
内
親
王
降
嫁
の
準
備
の
間
に

頼
通
は
病
に
罷
る
｡
そ
の
時
現
わ
れ
た
物
怪
が
'
具
平
親
王
の
霊
だ
と
さ
れ
､
心
配
事
を
語
る
の
で
あ
る
｡

〔道長)

御
物
の
け
､

殿

の

御
前
を

｢近
-
寄
り
給
へ
｣
と
申
せ
ば
､
寄
ら
せ
給
へ
れ
ば
'

｢己
は
世
に
侍
り
し
折
､
い
と
痴
れ
た
り
な
ど
は
人

に
お
ぼ
え
ず
な
ん
侍
し
｡
又
あ
は
あ
は
し
-
出
で
来
て
､
人
な
か
に
か
や
う
に
物
な
ど
聞
ゆ
る
'
い
と
め
め
し
く
な
ど
あ
る
事
な
れ
ど
､

〔述長)

【雌
題】

子
の
か
な
し
さ
は
お
の
づ
か
ら

大

臣

も
知
り
給
へ
れ
ば
な
ん
｡
こ
の

大

将

を
､
世
に
侍
り
L
に
'
心
ざ
し
あ
り
て

『
い
か
で
』
な
ど
思

ひ
き
こ
え
し
か
ど
も
､
命
絶
え
て
か
-
侍
る
ば
か
り
に
こ
そ
あ
れ
｣
と
'

｢天
和
り
て
も
こ
の
わ
た
り
を
片
時
去
り
侍
ら
ず
､
い
と
罪

〔頼頚)

深
か
ら
ぬ
身
な
れ
ば
､
何
事
も
嘗
見
聞
き
て
な
ん
侍
る
を
｡
こ
の

大

将

を
や
む
ご
と
な
き
方
に
召
し
入
れ
ぬ
べ
く
お
ぼ
し
構
ふ
め
る
を
､

69



日
来
安
か
ら
ぬ
事
に
思
ひ
き
こ
え
侍
れ
ど
､

『
さ
は
れ
､
た
だ
ま
か
せ
き
こ
え
て
見
む
』
と
思
ひ
侍
る
に
､
い
と
安
か
ら
ぬ
事
に
お
ぼ

【頼並】

え
て
'
み
づ
か
ら
聞
え
ん
と
ば
か
り
恩
ひ
し
に
､
い
と
ほ
し
う
こ
の

君

の

か
-
お
ど
ろ
/
ト
し
う
も
の
し
給
へ
ば
'
い
と
心
苦
し
さ
に

〔適長】

な
ん
か
く
も
聞
ゆ
る
｣
と
の
給
は
す
る
に
､

｢故
中
務
の
宮
の
御
け
は
ひ
な
り
け
り
｣
と
心
得
を
せ
給
て
'

殿

畏

り
申
し
給
て
'

｢す

べ
て
か
へ
す
く

こ
と
わ
り
に
侍
れ
ば
'
畏
り
申
し
侍
り
｡
さ
ら
に
こ
れ
は
か
の
男
の
怠
り
に
も
侍
ら
ず
'
又
み
づ
か
ら
の
と
が
に
も

侍
ら
ず
､
お
の
づ
か
ら
侍
る
事
な
り
｣
と
申
し
給
へ
ば
'

｢
い
か
に
'
さ
は
'
子
は
か
な
し
う
お
ぼ
す
や
〈

｣
と
'
た
び
た
び
申
し

【
並長】

給
ふ
は
､
こ
の
事
を
長
く
お
ぼ
し
絶
え
ね
と
な
る
べ
し
｡

殿

の

御
前
､

｢
よ
し
御
覧
ぜ
よ
｡
げ
に
さ
侍
る
事
な
り
｣
と
'
こ
と
わ
り
た

び
た
び
申
さ
せ
給
へ
ば
､

｢さ
ら
ば
今
は
心
安
-
ま
か
り
帰
り
な
ん
｡
さ
り
と
も
そ
ら
ご
と
は
大
臣
の
給
ほ
じ
と
な
ん
思
ひ
侍
る
｡
ち

し
さ
ら
ば
怨
み
申
す
ば
か
り
｣
と
て
'
さ
り
ぬ
べ
き
法
文
の
尊
さ
所
な
ど
う
ち
詞
じ
給
ふ
｡
ま
こ
と
に
た
が
ふ
所
な
-
て
､
暫
う
ち
寝

.て
'
さ
め
ぬ
.

(
鑑

S
jij欝

!
l)

巻
第
十
二

｢た
ま
の
む
ら
ぎ
-
｣
の

二

六
〕
節
で
､
具
平
親
王
は
物
怪
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
対
す
る
言
訳
を
し
な
が

ら
､

三
条

天
皇
の
綻
子
内
親
王
降
嫁
の
話
は
断
念
し
て
も
ら
い
た
い
よ
う
な
こ
と
を
､

｢子
は
か
な
し
う
お
ぼ
す
や
｣
と
-
り
返
し
言
う
こ
と
で
'
道

江
三十六

長
に
伝
え
た
と
記
す
｡
結
局
こ
の
綻
子
内
親
王
の
降
嫁
の
話
は
沙
汰
や
み
と
な
っ
た
の
で

あ

る

｡

具
平
親
王
の
物
怪
が
降
姫
の
競
争
相
手
と
い
う
か
､
頼
通
の
通
っ
た
女
に
崇
る
話
は
､
巻
第
三
十
三

｢歌
合
｣
の

二

七
〕
節
に
も
う

一

度
記
さ
れ
る
｡
こ
れ
以
外
の
具
平
親
王
が
記
さ
れ
る
残
り
の
記
事
は
'
具
平
親
王
の
子
供
達
の
出
自
を
語
る
部
分
で
あ
る
｡

巻
第
十
二

｢た
ま
の
む
ら
ぎ
き
｣
の
綻
子
内
親
王
降
嫁
の
話
は
'
具
平
親
王
の
霊
の
出
現
に
よ
っ
て
中
止
'
沙
汰
や
み
に
な
る
｡
別
の
言

い
方
を
す
れ
ば
'
帝
の
決
心
を
変
更
さ
せ
る
程
'
具
平
親
王
の
霊
威
は
強
力
で
あ
っ
た
｡

『栄
花
物
語
』
の
作
者
が
'
し
つ
こ
く
二
度
も
具

平
親
王
の
物
怪
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
'
時
の
帝
を
も
凌
駕
す
る
位
の
力
を
有
し
た
'
偉
大
な
具
平
親
王
像
の
造
形
を
意
図
し
た
の
で
は

な
か
っ
た
の
か
｡
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四
㌧
結

第
二
節
で
具
平
親
王
の
誕
生
前
後
か
ら
の
略
歴
を
見
て
き
た
｡
村
上
天
皇
の
後
宮
に
参
上
し
た
具
平
親
王
の
母

･
麗
景
殿
の
女
御
荘
子
女

王
は
､
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
父
代
明
親
王
の
弟
宮
､
重
明
親
王
の
女

･
承
香
殿
の
女
御
微
子
女
王
と
は
'
実
の
姉
妹
以
上
の
強
い
結
び

つ
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
れ
は
村
上
天
皇
を
含
む
､
醍
醐
天
皇
の
一
族
と
し
て
の
結
び
つ
き
で
あ
ろ
う
｡
村
上
天
皇
は
1
族
の
長

と
し
て
'
幼
く
し
て
後
見
を
失
っ
た
荘
子
女
王
を
'
自
分
の
後
宮
に
迎
え
た
と
思
わ
れ
る
｡
そ
し
て
そ
の
間
に
誕
生
し
た
具
平
親
王
に
対
し

て
は
､
村
上
天
皇
の
死
後
も
自
立
し
て
ゆ
け
る
だ
け
の
経
済
基
盤
を
与
え
る
配
慮
を
し
た
｡
そ
れ
が
具
平
親
王
の
誕
生
か
ら
四
歳
ま
で
の
略

歴
の
中
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
｡
村
上
天
皇
の
皇
子
で
あ
り
'
醍
醐
天
皇
の
血
を
誰
よ
り
も
濃
-
受
け
つ
い
で
い
る
事
と
'
村
上
天

皇
の
恩
寵
に
よ
り
､
具
平
親
王
の
一
生
が
決
定
し
た
と
も
言
え
よ
う
｡
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
'
自
己
の
能
力
は
そ
れ
等
､
外
的
要
件
以

上
に
重
要
で
あ
る
｡
た
だ
し
こ
の
外
的
要
件
が
具
平
親
王
の
素
晴
し
い
能
力
を
花
聞
か
せ
た
と
も
言
え
る
｡

一
方

『栄
花
物
語
』
に
記
さ
れ
る
具
平
親
王
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
｡

『栄
花
物
語
』
の
作
者
は
物
怪
と
な
っ
て
出
現
す
る
具
平
親
王
を
語

る
こ
と
で
､
時
の
帝
を
凌
駕
す
る
霊
力
が
具
平
親
王
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
と
語
る
の
で
あ
る
｡
ま
た
巻
第
八
で
は
'
人
並
す
ぐ
れ
た
そ
の
能

力
の
高
さ
を
絶
讃
し
て
い
る
｡
生
前
の
具
平
親
王
は
､
陰
陽
道
と
い
う
不
可
思
議
な
力

･
能
力
に
始
ま
り
'
詩
歌
に
至
る
ま
で
人
に
超
え
た

素
晴
し
い
方
で
あ
っ
た
と
記
す
｡
そ
れ
は
何
故
か
｡

『栄
花
物
語
』
の
作
者
は
'
巻
第
八
か
ら
巻
第

一
に
お
い
て
'
具
平
親
王
の
出
自
を
盛
ん
に
語
る
の
で
あ
る
｡
即
ち
､
具
平
親
王
は

｢聖

の
帝
｣
と

『栄
花
物
語
』
の
中
で
讃
美
す
る
醍
醐
天
皇
の
血
を
誰
れ
よ
り
も
濃
-
､
凝
縮
し
て
受
け
つ
い
で
い
た
貴
い
親
王
な
の
で
あ
る
｡

そ
し
て
さ
り
げ
な
く
'
巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣
の

〔七
五
〕
節
で
'
定
方
の
女
の
血
を
ひ
く

一
族
で
あ
る
こ
と
を
も
'
読
者
に
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
｡
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註

一

註
二

註
三
註
四
註
五
註
六
註
七
註
八
註
九

以
下
具
平
親
王
尭
去
に
至
る
略
年
譜
は

『
日
本
紀
略
』
に
よ
る
｡
た
だ
し
康
保
四
年
の
記
事
は

『魚
魯
愚
妙
』
に
よ
る
｡

F国
語
と
国
文
学
』
三
十
五
巻
-
十
二
号

(昭
和
三
十
三
年
十
二
月
号
)0

F平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究

中
篇
』

(明
治
書
院

･
昭
和
五
十
七
年
九
月

三
訂
版
)

｢第
十
七
章

第
三
節
｣｡

川
口
久
雄
氏
'
同
前
掲
書
五
七

一
頁
｡

F
日
本
紀
略
』
同
年
六
月
十
九
日
の
条
に
'

｢女
御
庄
子
於
･ニ民
部
大
輔
保
光
坊
城
宅
T有
下
産
1男
子
【事
㌔

具
平
親
王
也
O
｣
と
記
す
.

『
日
本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
'
村
上
天
皇
の
誕
生
は
延
長
四
年

(九
二
六
)
六
月
二
日
｡

『権
記
』
寛
弘
五
年

(
一
〇
〇
八
)
七
月
十
六
日
の
条
に

｢過
夜
入
道
女
御
入
滅
､
天
暦
女
御
荘
子
女
王
'
年
七
十
五
｣
と
あ
り
､
そ
こ
か
ら
逆
算
｡

『公
卿
補
任
』
安
和
三
年

(九
七
〇
)
｢源
保
光
｣
条
に
'

｢
四
十
七
｣
と
あ
り
､
そ
こ
か
ら
逆
算
｡

『西
宮
記
』
巻
二
十

｢内
親
王
着
裳
｣
の
条
に

｢康
保
三
年
八
月
廿
七
日
'
於
承
香
殿
親
王
着
袴
'
朝

鐸

公
卿
参
候
親
王
家
､
給
酒
肴
'
有
街

道
'
息
所
賜
線
戯
和
歌
'
重
光
昇
殿
｣
と
あ
り
'
伯
父
の
源
重
光
が
昇
殿
し
て
い
る
｡

＼
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註
十

註
十

一

註
十
二

註
十
三

註
十
甲

註
十
五

註
十
六

註
十
七

『本
朝
皇
胤
紹
運
録
Jl
に

｢配
T村
上
T.
暁

1承
番
殿
又
責
宮
女
御
l.
母
貞
信
公
女
｣
と
あ
る
｡

『尊
卑
分
脈
』
､

F本
朝
皇
胤
紹
運
録
』

『本
朝
皇
胤
紹
運
録
㌔

『公
卿
補
任
=I
延
書
十
四
年

(九
1四
)
～
天
暦
三
年

(九°九)

｢藤
忠
卒
｣
条
｡

『公
卿
補
任
』
延
長
二
年

(九
畠
)
～
承
平
二
年

(九一三
)

｢藤
定
方
｣
条
｡

『大
鏡
裏
書
』

｢第
六
巻
13
｣｡

『
日
本
紀
略
し
同
日
条
｡

『
一
代
要
記
』｡



第
十
八

F
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年

(九八六)
五
月
の
条

｢十
五
日
王
子
O
前
蔚
宮
規
子
内
親
王
売
.
鞘
拙
僧
笥

｣
と
あ
り
'
そ
こ
か
ら
逆
算
｡

註
十
九

冒

本
紀
略
し
長
徳
四
年

(九九八)
九
月
の
条

｢十
六
日
壬
申
.
前
蔚
宮
柴
子
内
親
王
宛
O
術
JIEl針

酢
｡｣
と
あ
り
'
そ
こ
か
ら
逆
算
o

註
二
十

r扶
桑
略
記
』｡

註
二
十

1
r大
鏡
裏
書
』

｢第
六
巻
13
｣､

『
三
十
六
人
歌
仙
侍
j｡

註
二
十
二

『
日
本
紀
略
』
同
日
条
｡

註
二
十
三

F
日
本
紀
略
し
同
日
条
.

註
二
十
四

拙
稿

｢
『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
源
重
光
と
そ
の
一
族
｣

(『信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
七
号

･
平
成
二
年
三
月
)0

註
二
十
五

｢
日
本
紀
略
』
同
日
条
｡

註
二
十
六

F本
朝
皇
胤
紹
運
録
Lt

『尊
卑
分
脈
』
そ
の
他
｡

註
二
十
七

冒

本
紀
略
』
寛
弘
七
年

(岩

一〇
)

十
月
十
日
の
条
に
'

｢入
道
式
部
卿
築

丁
親
王
入
道
｡
年
五
十
九｡
｣
五
十
九
歳
で
出
家
し
た
と
あ
り
､
そ
こ

か
ら
逆
算
｡

註
二
十
八

r
日
本
紀
略
』
同
日
の
条
に

｢今
日
｡
三
品
具
申
親
王
叙

三
品
l｡
四
品
敦
道
親
王
鼓
二三
品
一｡
各
下
レ
殿
拝
舞
｡
｣
と
あ
る
｡

註
二
十
九

百

本
紀
略
』
同
日
条
に

｢今
日
｡
前
女
御
従
四
位
上
荘
子
女
王
卒
｡
納
雛

｣
と
あ
り
'
註
七
に
引
用
し
た

F権
記
』
と
同
じ
で
あ
る
｡

(川ヤ叫王)

註
三
十

r小
右
記
.l
寛
仁
四
年

(10110)
十
二
月
二
十
六
日
の
条
に

｢酉
時
許
参
関
白
殿
'
匠
作
乗
車
､
謂
関
白
殿
是
上
東
門
院
'
今
日故
中

務
卿

親

王
ゝ

子
師
房
苛

加
首
服
'
於
西
封
南
席
有
此
事
'
新
大
納
言
行
成
暫
在
南
廊
'
余
亦
在
其
虞
'
｣
と
あ
り
､
十
三
歳
の
師
房
の
元
服
が
頼
通
の
上
東

門
院
第
で
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
こ
れ
よ
り
逆
算
.

註
三
十

一
F栄
花
物
語
｣
巻
第
八

｢
は
つ
は
な
｣

[六
二

節
｡

註
三
十
二

冒

本
紀
盟

同
日
条
に

｢今
日
丑
刻
｡
二
品
行
中
務
卿
具
申
親
王
責
.
年
f
l<｡
｣
と
あ
る
｡

73



註
三
十
四

『栄
花
物
語
』
巻
第

一
｢月
の
宴
｣
の

[
〓

節
や

[五
]
節
｡

註
三
十
五

済
時
の
母

･
定
方
女
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢小

1
条
左
大
将
藤
原
済
時
｣

(論
集
中
古
文
学
4

『平
安
後
期
-

物
語
と
歴
史
物
語
-

』
笠
間

書
院
'
昭
和
五
十
七
年
)
や

｢
『栄
花
物
語
』
に
お
け
る
源
重
光
と
そ
の
一
族
｣

(『信
州
豊
南
女
子
短
期
大
学
』
紀
要
第
七
号
)
を
参
照
さ

れ
た
い｡

註
三
十
六

頼
通
の
結
婚
と
子
供
達
に
つ
い
て
は
'
坂
本
賞
三
氏

『藤
原
頼
通
の
時
代
-

摂
関
政
治
か
ら
院
政
へ
ー

』

(平
凡
社

･
一
九
九

一
年
)
の

｢
二

頼
通
を
め
ぐ
る
女
性
と
諸
子
｣
の
中
に
纏
っ
た
も
の
が
あ
る
0


